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１　はじめに
　地域に住む子どもたちが、住んでいる地域のことを
学び、再認識する地域学習については、学校内外でさ
まざまな取り組みが行われているｉ。
　そのなかでも、子どもたちが遊びを通して地域につ
いて理解するために適したものとしては、絵本やかる
たをはじめとするカード遊びなどがあげられる。群馬
県では「上毛かるた」をはじめとして地域の特徴につ
いて解説した郷土かるたも多数存在し、小学生を対象
としたかるた大会も数多く開催されている。かるたと
同様に子どもも大人も一緒に使えるという点では地域
の特徴を絵柄にしたトランプも有効である。トランプ
はかるたと違って読み札がない分、より小さな子ども
でも遊ぶことができる。さらに世代や国を超えて遊べ
るため、外国の人たちにアピールすることができる。
　このような利点から、地域について学ぶ方法として
郷土トランプを着想した。地域に固有のトランプ、「東
村・とみひろトランプ」を事例とした住教育実践につ
いては既に報告してきたii。
　これは、「富弘美術館」を訪れる人や星野富弘さんの
詩画作品を観覧する機会のある人たちに、詩画の原風
景である東村（現在は、みどり市東町）の良さを紹介
するものである。地元の小中学生全員にトランプの絵
柄となりそうな項目についてアンケートを行った。そ
れらをもとに子どもを中心とした住民の方々と大学生
が一緒に参加するワークショップを１日開催し、図案
作成を行った。
　本稿では、これと同様の手法を用いて、小学校３年
生の総合学習の時間に行われた郷土トランプの作成を
組み込んだ地域学習について報告したい。これは総合
学習「地域を調べよう」として、田中克彦が「東村と
みひろトランプ」を参考に、授業を構想し、３年生担
当教員と話し合って計画し、2012年９月から11月に行
われた（表１）。
　具体的には、高崎市立西小学校３年生が作成した郷
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土トランプ「高崎トランプ　西小版」について、地域
学習における成果と課題を明らかにする。
　高崎市立西小学校は、高崎市並榎地区にある。３年
生は２クラス、合計68名の児童が在籍している。地元
には高崎で育ち近代俳句に多くの功績を残した村上鬼
城が晩年を過ごした「並榎村舎」を公開した村上鬼城
記念館がある。そこで、記念館の見学を含めて村上鬼
城について学ぶことを、地域学習の一つの中核と位置
づけ、郷土トランプの絵柄の一つは村上鬼城をテーマ
とすることとした。
２　「高崎トランプ　西小版」の作成過程
２．１．絵柄についてのインタビューと集計結果
　最初に提案するときに、郷土トランプ「東村・とみ
ひろトランプ」を見せたところ、具体的なイメージを
持つことができた。さらに、実物を見せることで、子
どもたちの取り組み意欲も高まった。
　「東村・とみひろトランプ」の場合は、小中学生にア
ンケートを行った。今回は、３年生国語の学習「イン
タビューをしよう」と連携させて、トランプの絵柄に
なりそうなものを紙面アンケートではなく、インタ
ビューで書き取ることとした。児童１人が２人以上に
インタビューを行うこととした。内容は「東村・とみ
ひろトランプ」を参考に設定した（表２）。
　インタビューの集計結果についてみると、好きな場
所では、高崎市のシンボル的な存在、観音山や観音様
についての回答が最も多かった（56人）。21階建ての高
層建築でどこからも見える市役所（42人）や町中心部
にあり日本の現代建築として世界的にも有名な音楽セ
ンターがそれに続く（22人）。また、群馬の森や高崎公
園、浜川公園やファミリーパークなど子どもたちに
とって身近でよくいく公園が多くあげられていた（表
３）。
　楽しみな行事や祭りでは、ほぼインタビューした人
全員と思われる183人が毎年８月に行われる高崎まつ
りと答えている。祭りは神輿だけでなく夜には花火大
会もあり、さまざまなイベントで構成されており多く
の人出で賑わう。
　紹介したい食べ物としては、焼きまんじゅうが最も
多くみられた（48人）。やきまんじゅうは、高崎だけで
なく群馬の県民食ともいえるほど親しまれている。次
に多いのはスパゲッティ・パスタ（30人）であり、実
際に高崎にはパスタ店が多い。キングオブパスタとい
う、高崎を中心とした周辺地域における小麦文化と豊
かな農作物に育まれた食文化を、パスタを通じて再認
識するとともに、高崎の食文化のさらなる発展を目的
に開催されるイベントもある。市役所では、パスタ店
を紹介した無料パンフレットをも配布しており、パス
タの町としてのまちおこし活動が浸透しているためで
田中麻里・田中克彦100
表２　アンケート項目
表１　総合学習「地域を調べよう」学習計画
はないかと考えられる。
　つぎに、商品として全国的にも名前が知られるラス
ク（28人）やだるま弁当（23人）が続く。高崎市内に
はくだもの街道と呼ばれる地域もあり、梨やぶどう、
桃やいちごなども非常に多く生産されており、これら
の果物や野菜などが回答されている。
　最も回答が多岐にわたるものは生き物である。カブ
トムシやバッタ、せみやかえる、いのししやたぬきな
ど、子どもたちにとって身近な虫や小動物などが多く
見られた。
　高崎の良さとしては、交通の便が良い（55人）が最
も多く、これは大人の意見が反映されたと思われる。
自然がいっぱい（44人）、津波が来ない（30人）、災害
が少ない（11人）などには子どもの意見も含まれると
思われる。
　こうした児童が行ったインタビューの結果を３年担
任教員が集計し、結果をもとに４項目を設定した。こ
こでは、個別の公園として回答されたものを公園とし
てひとまとめにし、楽しみな行事や祭りで回答された
ものと高崎の良さとして回答された重複項目をひとま
とめにした。そして、生き物として回答のあったうぐ
いすは高崎市の鳥なので、高崎市の花である桜とハク
モクレン、高崎市の木であるカシとケヤキを新たに追
加した。
　そうして下記に示すような各絵柄を設定し、話し合
いによって担当する児童を決めた（表４）。
　ダイアモンド：好きな場所や良さ
　スペード　　：行事
　クローバー　：食べ物・生き物
　ハート　　　：村上鬼城
２．２．村上鬼城記念館と鬼城草庵の見学
　９月から学習に取り組み、各絵柄の担当者が決まっ
た。その後、絵柄について調べる期間（9.19～10.31）
に、共通体験として並榎村舎（村上鬼城記念館と鬼城
草庵）を見学し、村上鬼城の俳句や功績、鬼城の人と
なりなどについて、解説を聞くこととした。
　見学時には、村上鬼城銘題俳誌「櫻草」の関係者の
方々に解説していただいたが、事前に鬼城のいくつか
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表３　インタビューの集計結果
＊色つき項目は、ト
ランプの絵柄に採
用されたもの
の俳句について学んでおいたので、子どもたちは真剣
に聞いていた。
　俳句や俳画などの作品は掛け軸として飾られていた
り、短冊になっていたりしたが、それらを初めて目に
する子どももいた。そこに書かれた文字が自分では全
くよめないが、解説を聞くことで、理解を深めること
ができたという感想もみられた（表５の９、10、14、
16、22、27）。
　また、愛用品として展示されている昔の筆やタバコ、
薬箱なども実際に見ることができ新鮮に感じたようで
ある。感想文にそうした昔のものについて言及する子
どももいた（表５の３、６、７、12、21、31、32）。
展示されている昔の写真をみて今の町の様子と違うこ
とを実感していた（表５の24、26）。また、複数の人か
ら鬼城について聞くことによって、鬼城の功績を実感
し、理解を深めた児童が多くみられた（表５の６、10、
19、27、29、30）。さらに、自分でも俳句をつくって
みたくなったという感想もみられ、実物に触れること、
他者と関わることから得られる学習効果は大きいこと
が分かる。
２．３．トランプの絵柄カードの発表会と完成時
　11月の日曜参観の時間を使ってトランプの絵柄に
ついて、絵柄カードと絵柄について各自が調べた内容
を発表することとした（図１）。
　各項目はインタビューから絞り込んだものなので、
みんなで一つのものを作り上げようという気持ちで取
り組んでいた。発表会では、一人一人がポイントを絞
り、自信をもって堂々と発表できた。保護者の感想文
でも堂々としていた、誇らしげであったと言及してい
る（表５の１、４、５，６、９、12、16、18、22、23）。
　子どもたちは自分で発表し、友達が調べた内容を聞
くなど、学び合いを通して知らないことについても理
解が深まったようである。
　子どもだけでなく、保護者も発表会での子どもたち
の内容を聞いて初めて理解することもあったようであ
る。知らなかったことが学べたという意見は数多くみ
られた（表５の４、７、10、11、16、20、21、25、26）。
そして保護者のほとんど全員が学んだことが形になっ
て良かったとの感想を寄せている。
　郷土トランプを作成するうえで大切なことはカード
とそれについて説明した解説書をセットにすることで
ある。「東村・とみひろトランプ」の場合は、各カード
に日本語と英文でカードの名称を書き入れ、各カード
についての解説も日本語と英語で行い、カードと一緒
にケースに入れた。海外での詩画展などにこのまま持
参して配布すれば誌画の原風景である東村のことがよ
く分かるガイドブックとなるよう意図した。
　今回のトランプでは、発表した内容をもとに子ども
たちが説明書きを作成してＡ４版の解説書として印刷
した。文字も大きく読みやすく、トランプ遊びをしな
がら、大人も含めて遊んでいる人に聞かれて分からな
いことがある場合には、解説書を読んで説明できるよ
うになっている（図２、図３）。
　郷土トランプと解説書は一体となるものであるが、
それらの形態は、状況に応じて最適なものを考えると
よい。
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表４　トランプの項目
３　まとめ
　郷土トランプ「高崎トランプ　西小版」の作成を組
み込んだ地域学習について、学びの成果や課題につい
て総括する。
　住んでいる地域に固有の「郷土トランプ」づくりは、
絵柄になりそうなものについてアンケートに答える、
アンケート集計結果のランキングを考える、実際に絵
柄を決める際の話し合い、といったそれぞれの段階で、
身近な住環境について捉え直すことができる。今回は、
国語の学習「インタビューをしよう」と関連させて、
子どもや家族をはじめとする大人にアンケート質問項
目についてインタビューを行った。郷土トランプ作成
は、さまざまな教科の学習内容を組み込んだ総合学習
とすることが可能である。
　絵柄を作成する際には、さまざまな人たちとコミュ
ニケーションをとることによって、住んでいる地域だ
けでなくそこで生活する人々についても理解を深める
機会となる。今回は、地元で活躍した村上鬼城の記念
館を見学して、村上鬼城の俳句や俳画などの作品につ
いて触れ、当時の道具や古い写真から地元の変化につ
いても学ぶことができた。
　記念館では村上鬼城銘題俳誌「櫻草」の関係者の方々
に解説していただくことによって、村上鬼城の人とな
り、活躍の様子などを深く実感できた。さらに、「櫻草」
の方々の想いなども受け止めることができた。
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図１　郷土トランプ「高崎トランプ　西小版」
田中麻里・田中克彦104
表５　感想文
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　こうした活動を通して、身近な地域を見つめ直す、
地域の特徴を知る、先人の思いや知恵に触れることに
よって、地域への愛着や誇りを育むことができたこと
は子どもたちの感想文からもうかがえる。
　地域について学ぶ、学んだことを「郷土トランプ」
という形で表現することによって、作成者だけでなく
さまざまな地域の人たちに地域の魅力を伝えることが
できるiii。実際にトランプとして遊びを通して、保護者
など大人も知らなかったことが学べるという感想は多
くみられた。
　このように、小学校における総合学習として郷土ト
ランプの作成を組み込んだ学習から地域について多く
のことを学べた。
　さらに、郷土トランプはトランプと絵柄の解説書を
一体として配布することにより、作成者だけでなく幅
広い世代が地域について多くのことを学ぶことができ
る。これは、どのような地域でも実践可能である。ま
た、建物、食べ物、有名人、行事など絵柄ごとにテー
マを決めることもでき、それらを組み合わせたオリジ
ナルの郷土トランプがいくつも作成できる。
　テーマを広げると同時に、テーマを掘り下げて細分
類化して作成していくことも可能である。例えば、建
物に関心があるなら、ハートは古建築、ダイアモンド
（たなか　まり・たなか　かつひこ）
は現代建築、スペードは住宅、建築家などとテーマを
細分類化するのである。全て作成してまとめれば群馬
の建物トランプも作成できる。こうしたテーマごとの
カードを蓄積していくことで、四つの組み合わせをど
うするかによって、さまざまな郷土トランプが作成で
き、テーマを自由に選んで、組み合わせを変えた着せ
替えも可能なトランプも作成できる。
　小学校の総合学習で取り入れることもでき、さらに
広く身近な住環境について理解を深める住教育の手法
として「郷土トランプ」およびその作成は大きな可能
性を持つ。
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ii 田中麻里（2012）「地域について理解する郷土トランプの作
成」群馬大学教育実践研究、第29号、pp.103-110を参照
iii トランプの絵柄全てについて、何について書かれているか、そ
れはどういうものか、などを説明した解説書を作成している。
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図２　トランプ解説書表紙 図３　トランプ解説書　行事♠１～６
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１．トランプづくりの授業で友達にインタビューする様子 ２．村上鬼城草庵で鬼城の写真を見たり功績を聞く児童
３．村上鬼城草庵で説明を聞く児童 ４．掛け軸をみて作品にこめられた意味など解説を聞く
５．村上鬼城が使っていた道具などの説明を聞く ６．日曜参観で担当したトランプの絵柄と内容を発表する
児童
